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中国朝鮮 族 の トラ ンスナ シ ョナル な移動生活

在 韓 出稼 ぎ女性 の ラ イ フ ・ヒス トリー か ら 一 一

許 燕 華

1は じめ に

現在、中国はあらゆる面で現代世界のグローバル化 の最前線 といってよいだろ う。なか

でも中国朝鮮族q)は 、 このグローバル化の波に乗って、中国国内はもとよ り海外への人

口移動を非常 に活発 に行っているエスニ ック集団の1つ である。120万 人の中国朝鮮族 を

抱 えてい る吉林省 は、彼 らの活発 な移動 により、特 に国際移動では、中国全 国順位が2位

までに上昇 し、福建省の次に国際移動が活発な地域 になった(2)。 経済成長率か らみ ると、

吉林省 は中国全国一になる。福建省の人口移動は従来から存在 したのに対 し、吉林省は改

革開放20年 の間、特 に中韓国境成立以降急激に増 えた ものであ る(3)。 歴史的にみる と、

1970年 代末 まで、中国朝鮮族が集中 している吉林省は人口移動の純受入地域であった。 し

か し、中国の経済体制改革以後、旧工業区にあったさまざまな問題が吉林省 の労働力流 出

の重要 な要因 となった。特に、1990年 代の国有企業改革以後、吉林省の労働力流出が加速

化 して きた(韓2010)。 国内移動先 としては北京、上海、青 島な ど東部沿海地域へ、海外

移動先 としては韓国、 日本、北米、 ロシアへ移動 している(韓2006)。

特に海外への移動では、中国朝鮮族の韓国への労働移動が、その規模 と特性 によ り注 目

を浴びは じめている。現在、在韓中国朝鮮族は45万 人 を超 えてお り、 これは中国朝鮮族

総人口の2割 、海外移動者の6割 、在韓外国人の3割(4)を 示 している。

1990年 代か ら、中国の人口 ・労働移動 に関する研究が盛 んになっているが、民族 に焦点

〔D「中国朝鮮族」 とは、中国籍 を所 有 し、朝鮮民族の血 を引 き、 しか もその文化 を所有 しているエ ス

ニ ック集団 を指す。人口約192万 人で、在 米コ リア ンと並んで、朝鮮半 島以外で は最大級の朝鮮民族 コ ミュ

ニ ティである。中国 国内の分布 は中国東北部 に集中 し、 なかで も吉林省 に約120万 人が居住 し、吉林省南

部の延辺朝鮮族 自治州(首 府延吉市)に 約81万 人が集 中 している。
〔2)2000年 中国第5次 人ロセ ンサス資料 を参 照せ よ

。
間1990年 と2㎜ 年 の全 国人ロセ ンサス資料 と吉林省人ロセ ンサス資料 を参照せ よ。
(4}2011年6月30日 の韓国 出入国 ・外 国人政策本部 「国籍別在留外 国人現況 」 と中 国第5次 人ロ セ

ンサスの資料 をもとに筆者が計算 した もの。
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を当てた、地域に関する研究は少ないのが現状である。人口移動を分析す るマクロデー タ

として全国人ロセ ンサス資料が よく使われているが、少数民族の労働力移動に関する詳細

なデータを入手することが難 しく、 アンケー ト調査、聞き取 り調査 などミクロ的研究が不

十分である。在韓中国朝鮮族 の研究では、ソル・ドンフンが1999年 と2000年 出版 した 『外

国籍労働者 と韓国社会』 と 『労働力国際移動』が初期の代表的先行研 究で、ソルは中国朝

鮮族を外国籍労働者 として取 り上げ、外国籍労働者移住背景、移住プ ロセス、韓国政府の

政策について詳 しく分析 した。彼の研究は初期の研究者の参考資料 として意味があるもの

の、受入 国中心的な視点 という制限があった。朴光星 は、2003年 と2006年 修士、博士論文で、

国際労働力移動 とトランスナショナルな移動の視点か ら、在韓 中国朝鮮族労働力及び全体

の中国朝鮮族社会変化 に対する系統的な研究 を行 った。 また、権太燗 ・朴光星の 「国内朝

鮮族社会適応 と政策:朝 鮮族労働者集団の形成」(朴2004a)と 「中国朝鮮族大移動 と共同

体 の変化:現 地調査資料を中心 に」(朴2004a)は 送出国での現地調査の代表的な研究であ

る。彼 らの研究 は、改革開放以降の人口移動による社会の変化様子 を広 く取 り上げること

で、その後の研究発展に基礎 的な役割 を果た したと思われる。 しか し、全体の朝鮮族の移

動研究か らみると、 アイデンティティをめ ぐる研究が多 く、また家族 に関する研究は危機

論的な悲観的視点が主で、 まだ充分 とは言えない。

本論文の目的は、中国の現代 を生 きる一朝鮮族女性の ライフ ・ヒス トリーに焦点をお き、

そのなかで彼女が自己をどのように形成 ・再形成され、 どのように家族 ・他者 ・社会 とつ

なが り、 またどのようにさまざまな困難 ・危機を切 り抜けて生 きてい くのかを記録 にとど

め ることを通 じて、現代世界のグローバル化のなかで、短期間のあいだに、トランスナ ショ

ナルな移動生活を身につ けた中国朝鮮族の生活世界 を明らかにし、そこで生 き抜 く困難 と

技法を明 らかにすることである。

方法 としては、ひと りの中国朝鮮族女性の生活史を長い間深 くインタビューす るライフ・

ヒス トリー手法を取る。 ライフ ・ヒス トリーは、極めて主観的であることで、妥当性 ・信

頼性が ない とい う批判がある。 しか し、歴史学者の書いた 「歴 史」に して も一般に歴 史家

が歴 史学界 における承認 を期待 しそれに備 えつつ、彼 自身の主体的に把握 した、彼 自身解

釈にもとつ く 「歴史的現実」 を記述 した作品にほかならない。

社 会 史 とか文 化 史 と呼 ば れ る もの は、 本 当 は普通 の一 人 ひ と りの個 人 生活 史 が重 複 し、 力 動 的

に連 関 し合 っ て相 互作 用 し、 それ らが全 体社 会 の 、 国際 的、 国 内的 、地 方 的 な各 レベ ルで の 動的

構 造 と規定 し合 い なが ら、歴 史 が展 開す る こと を捉 え なけ れば充 分 で はない(中 野2003)。

ライフ ・ヒス トリー研究法は、個人のパースペクテ ィヴ、すなわち価値観、状況規定、
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社会過程の知識、体験 を通 して獲得 した ルールな どにアクセスする方法である(中 野 ・桜

井2002)。 そのなかで、ひ とりだけ取 り上げ る手法は、 ライフ ・ヒス トリー研究者のなか

で さえ、ひと りだ と特殊か もしれないか ら、 ひとりの聞き書 きでは研究 にはならない と考

えている学者 もいる。 しか し、中野卓(2003)に よれば、個人のなかには常 に社会があ り、

どんな特殊 な個人であって もそのなかには社会が内面化 されているので、個人を徹底的に

深 く掘 り探れば社会的 な研究 に成 りえるのである と述べている。個人 と社会は相互に規定

する ものであって、社会を規定す るものである個人が、同時 にまた社会に よって規定され

る個人 なのであるか ぎり、特定の社会集団のモ ノグラフ的研究を通 して全体社会へ接近す

る方法が可能であ ると同様 に、特定個人のモノグラフ的研究 を通 して、人間個人か ら全体

社会へ接近する試み も可能である(中 野1981)。 また、小林多寿子(2002)に よると、ライフ・

ヒス トリーは、インタビューの場か ら生 まれるもので、語 り手 と聞 き手 との相互作用のな

かで共同制作 され るものだ とい う。 インタビューか らライフ ・ヒス トリーへ というプロセ

スは、 インタビューでの主体である語 り手 とライフ ・ヒス トリーを構成する主体である聞

き手 とい う二つの主体の間で解釈の主体が移行 してい くプロセスであ り、そこは相互作用

の現場である。

今回研究対象である中国朝鮮族集団は、中国社会で も韓国社会で もマイノリテ ィとして、

基礎的な統計資料 さえ整備 されていない状況である。また、不法滞在者 という身分 と、仕

事に対する劣等意識のため、中国朝鮮族同士のネ ットワークのなかで生活す ることが主に

なっている。ライフ ・ヒス トリー調査 は昔か ら、 どち らか といえば主流か らはずれた人を

対象にしてきたが、中国朝鮮族 出稼 ぎ労働者の問題 を考えてい こうとする ときに、まさに

このインタビューの場 を抜 きに語 ることはで きないのではと思ったのである。

本論文の意義 として は、 トランスナシ ョナルな(多 元的な)生 活世界をひとりの人間が

どのようにしてつな ぎ合わせて生 きてい くのかを明 らか にす ることを通 して、グローバル

化のなかの人間像 を理解す ることである。ライフ ・ヒス トリー法 を使 い、 ミハ とい う個人

の生活体験 を取 り上げているが、その体験 は決 して独立 したものではな く、その周辺世界

の さまざまな部分 と幾重に も関わ りあっている。中国での市場経済導入以降、無数の ミハ

が体験 した中国の現代及びその生活世界に深 く入 り込み、その真実に迫ることで、個人が

自己、他者、家族、社会 をどのようにつなぎ合わせてい くのかを明 らかにすることを通 し

て、 グローバル化のなかで変動する社会及びそのなか を生 きる人間像 を理解す るのに役 に

立つ。生活世界のなかか ら体得 された含蓄ある生の声に接 して、個 人が社会のなかでいか

なる存在の重みを持っているかが分か り、無名のひ とたちのなかに も偉大な存在が見いだ

される(石 原2002)。
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2韓 国における中国朝鮮族

現 在 、 海 外 に 移 動 した 中 国 朝 鮮 族 は 約60-65万 人 と推 算 さ れ て い る が 、 そ の 内 訳 は 韓 国

42万 入 、ll本5～6万 人 、 北 米8万 人 、 ロ シ ア2～3万 人 、 ヨー ロ ッパ 連 合 及 び そ の 他 の

ll{く1と地 域1～2万 人 と考 え られ る(朴2010)。

図1は1999年 か ら2011年 ま で の 韓 国 で 外 国 入 登 録:1・1し て い るllIl.Kl朝鮮 族 数 と 全 体 外

国 人 の グ ラ フ で 、 韓 国 出 人 国 外 国 人 政 策 本 部1999年 ～2011年[ll人IKI統 計 年 報 」 を も と

に 筆 者 が 作 成 した もの で あ る,,

G弥 闘人繋鎌し距巾翻覇欝
蟹徽

田査韓外国人豊鍛数

図11999年 一2011年 長期滞在の中国朝鮮族 と在韓外国人

図1に より、同 じ年の全体の在韓外国人登録数 と比べてみると、中国朝鮮族の割 合の高

さが分かる、,在韓外国人長期滞在者は2011年 にはIOO万 人に達 しようとしているが、そ

のなか中国朝鮮族滞イ1三者 は在韓外国 人総人rlの4割 をlllめている,,

ところで、 どう して中国朝鮮族の大多数が韓国を選ぶのか。そこにはどのような要因が

作用 しているのか、,

5外 国 人登録 した人は、9011以 ドの短期滞在 者を除 いた長期滞 在音を指す
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中国朝鮮族の韓国への出稼 ぎ要因には、経済的、空 間的、文化的、社会的、心理的な ど

諸要素が作用 している。

詳 しく言えば、経済的要因には、期待賃金格差 と送 出側就職環境が含 まれ、空 間的要因

にはその近隣性 による移動 しやす さが挙げ られる。文化的要因 としては、言語的に朝鮮語

を話せ る中国朝鮮族が コミュニケー ションにおいて不便がな く、文化的に近 く、親和性 を

持 っている点である。初期の移動者 と現在の移動者、それか ら移動者個人に よって差はあ

るものの、文化的要因は韓国への移動な らではの重要な要因である と言えるだろう。社会

的要因 としては、友人 ・親族 など各種ネ ットワー クの存在 とその役割、及びそれによる移

動の容易性が含まれる。心理的要因というのは、流行性 ・大衆心理(権2011:161)、 たとえば、

みんなが 出るか ら出るとい う心理が挙げ られる。最後 に、社会的要因としては、友人 ・親

族など各種ネッ トワークの存在 とその役割、及 びそれによる移動の容易性が含 まれる。

一方、韓国側の労働力不足 と移民政策 ・同胞政策のような要因も重要である。 このよう

な受入側の実情が、朝鮮族人口の韓 国への移動の吸引要因 として作用 している。

表1は 韓国移民政策及び在韓 中国朝鮮族状況 を表 にした ものである(6)。

表1で も分かるように、1986年 ソウルで開かれたアジア大会 と1988年 のオ リンピック

など一連のスポー ツ行事を通 じて韓国 と中国の関係が改善 し始めた。両国関係が改善され

たことにより、韓国の 「中国朝鮮族離散家族捜 し」 を通 じて確認された家族を中心 に中国

朝鮮族の韓国訪問が行われ始めた。1986年 か らKBSラ ジオ社会教育放送は中国朝鮮族 を

相手に した離散家族探 しプログラムを製作 ・放送 したが、 これは中国現地で も視聴するこ

とがで きた。 この放送を通 じて多 くの親族の存在が確認できた。韓 国政府は簡単な旅行証

明書だけで彼 らの韓国訪問がで きるようにした。 この時、親族の呼び寄せ により香港 を経

由 して韓国を訪問 した人々が、中国朝鮮族 として初めて韓国の地を踏んだ人々になるので

ある。彼 らを通 じて韓国の発展 した姿が中国朝鮮族社会に知 られ始め、韓 国の人々が中国

の漢方薬 を非常に好んでお り、 これを持って行けば多 くのお金を儲けることができるとい

う情報 も伝わった。 この後か ら訪問す る人々は多 くの漢方薬 を持って入国 し、これを売っ

て多 くのお金を儲けるものもいた。 これが 「コリァン ・ドリーム」 を中国朝鮮族社会 に抱

かせ るようになった(朴2006)。

〔6)2010年10月29日 外 国人移住労働協議会 セ ミナーでのキム ヨンピル(中 国同胞 タウ ン新聞編集局

長)「 中国同胞政策の限界 と提案」 をもとに補助編集 した ものである。
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表1韓 国移民政策及び在韓中国朝鮮族状況

初期 の訪問者による漢方薬の搬入が増 えるなか、偽の薬剤が流通するなど問題が起 こり

始めた。それ に対する取締 りの結果、漢方薬販売が下火 になったが、一方で労働を目的に

す る入国が増加 し始めた。違法就労によって合法的な親族訪問滞在者たちも不法滞在者 と

なった。

中国朝鮮族たちの流入が増え、彼 らに不法滞在の兆 しがみ られるようになると、韓 国政

府の中国朝鮮族訪問に対する見方にも変化が生 じた。1990年 か らは、中国朝鮮族 は中国

国籍で査証の発給 を受 けない と入国がで きないようになった。1992年 には、中国の国民に
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対する査証発給業務が外務省か ら法務省に変わったが、この後、新 しい査証発給指針に従

い中国朝鮮族の親族訪問は55歳 以上に制限され、短期滞在 ビザにもこの指針が適用 された。

これは中国朝鮮族の入国経路が以前 に比べて狭 くなったことを意味す る。合法的な入国経

路が狭 くなるにつれ新 しい入国方法 と して台頭 したのが、 中国朝鮮族女性たちの韓国男性

との婚姻 による移動である。婚姻は本人の入国はもちろん親の呼 び寄せ も可能であるため

入国を願 う人々には一石二鳥の方法であった。

韓国政府の入国制 限にもかかわらず、中国朝鮮族の入国は減ることな く、む しろその数

は増 えていった。漢方薬締 りの後は、密航、偽パスポー ト、偽結婚、「空港逃げ」、産業研

修生、第三国経由入 国の方法で韓国へ入国 し、「非合法滞在者」「外国籍出稼 ぎ者」 として

韓国の3K業 種である工場、飲食店、家事手伝い として働いていた。

不法滞在労働者数が増加 し、 また滞在が長期化することによって、外国人労働者不法滞

在問題が韓国社会の新 しい社会問題 として浮び上がった。法務省の発表によれば2002年5

月時点で韓国に不法滞在 している外国人労働者数が28万5千 余人 に達 した。中国人が15

万人 を占めたが、なかで も中国朝鮮族が約10万 人に及んだ。中国朝鮮族の場合、言語 と

文化に関 して問題がな く、友人 ・親族ネッ トワークがあるため他 の外国人労働者に比べて

「非合法滞在」にな りやすい。

1999年 在外同胞法が正式に制定 されたが、中国と旧ソ連同胞 を排除 した 「同胞差別法」

議論 と憲法訴訟などが起こ り、2004年4月 中国 と旧 ソ連同胞を含めた改正案が制定 された。

2009年12月1日 中国 ・旧ソ連同胞にも、在外国民及び 「出入国管理法」第10条 の規定

による滞留資格中の在外同胞滞留資格F-4ビ ザ発行が拡大す ることになり、2011年4月 再

改正 を経て、現在このF-4ビ ザで滞在する中国朝鮮族は9万 人近 くい る。在外 同胞法は、

国外 に永住する韓国民や外国籍 を取得 している全韓国系同胞の経済力、技術力その他社会

文化 的影響力を韓国社会に活用す ることを 目指 した、血統主義に依拠 した制度である。こ

の法律{η によって、韓国国内居所 申告を した外国国籍同胞 には、滞在期間内の自由出入国、

就労 での優遇、90日 以上滞在す る場合健康保険適用可能、不動産取引での韓 国国民同等な

権利 を有するなど諸権利が与え られる。

また、2004年3月 雇用許可制 によ り韓国での各国からの 「非合法滞在者」約18万4千

人が合法化 されたことで、すでにサービス業 などで働 いていた中国朝鮮族7万 人2千 人 も

合法化 されることになる。その後の2005年 、2006年2回 の同胞支援 プログラムによ り、

{7}詳 しくは韓 国2011 .4.5.法律 第10543号 く在外同胞の 出入国及 び法 的地位 に関する法律 〉一部改正

を参照せ よ。
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中国朝鮮族の 「非合法滞在者」数は2011年 現在2万 人 〔8)まで激減 している。2007年3月

中国 ・旧 ソ連同胞 を対象にサー ビス業などで就労 を許可する同胞優遇制度一 訪問就業制

施行によ り、2011年 現在この ビザを持っている中国朝鮮族は28万 人を超 えてお り、 この

訪問就業H-2ビ ザ は一番多 く利用 されている。

以上、述べたように、中国朝鮮族の韓国への移動には韓国の移民政策及びその変化 と密

接に関係 している。

3ひ とりの中国朝鮮族出稼ぎ者ミハの個人史

この中国朝鮮族の高い人口移動率の結果、国境 をまたいでひとりの人間が複数の国民国

家内で異なる生活世界 を構築 してい くことになる。 こう した状況 を考察するためには、 ひ

と りの個人の ミクロな生活経験 に密着 してい く必要があ る。そのために本稿では、延辺 自

治州で生 まれたひとりの女性の移住史に注 目することにした。

本論文の資料 は、2003年9月 か ら2005年 まで韓国の安山 とソウルの ガリボ ンドンへの

4回 のフ ィール ドワー クと、2003年 か ら2010年 までの個人イ ンタビューを通 じて収集 さ

れたものである。まず、 ソウルでの4回 のフ ィール ドワー クを通 じて、在韓 中国朝鮮族の

さまざまな内部事情 について理解を深めることがで きた。聞 き取 り調査は、2003年9月 か

ら性別 ・年齢 ・渡韓年代を問わず、ガ リボ ンドンと安 山の料理店 に通っている中国朝鮮族

にイ ンタビュー を行 った。調査対象は、男5人 、女5人 である。年代別にす ると、50代 が

2人 、40代4人 、30代3人 、20代1人 である。20代 の女性1人 が移住 して3年 で、それ

以外 の人は、みな5年 か ら10年 の韓国滞在であった。韓国に移住する前の背景や移住経

路 などは各 自異 なるものの、お互いによく似た出稼 ぎ生活 を送 っている。そのなかで、調

査対象 をミハ とい うひとりの女性 に絞 り、 ライフ ・ヒス トリー法で、マクロな社会背景 と

ミクロなミハの生活 を関連 させることを試みた。私が ミハ とい うひとりの女性に絞 ったの

は、彼女の国内出稼 ぎ生活 ・2回 にわたる異なる国外への出稼 ぎ生活 という経験か らもっ

ともインパ ク トを与 えてもらったか らである。 ミハ との出会いは、2003年9月 、韓国を訪

問 した際、知人か ら紹介 してもらった。2004年11月 前 までは、韓国でインタビューを し、

中国に帰 った以降か らは、国際電話 とインターネッ トを通 じてインタビュー を続け、現在

まで至 っている。表2は ミハ の移動年表である。

〔8)詳しくは、韓国法務 部出入国外 国人政 策本部の2011「 出入 国 ・外 国人政策統計 月報」1月 号 を参

照せ よ。
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表2ミ ハの移動年表

1963年

中学校中退後

1986年

1989年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

2004年

2008年

延辺自治州和龍市の某農村生まれ

農業を手伝う

都市へ移住(延 吉市)

結婚→翌年娘誕生

夫が会社潰れた後ロシアへ

夫を追ってロシアへ

夫婦ともロシアから帰る

産業研修生として単身韓国農村へ
「非合法滞在者」として都市へ

帰国(11月)

夫婦で韓国へ再出稼ぎ

ミハ は、中国吉林省延辺 自治州和龍県 〔9)のM村 生 まれで、学歴は中学校中退である。

1986年 に農業を手伝 っていた農村 を離れ、小都市である延吉へ 出稼 ぎに出て、一番上の

姉の紹介で、延吉市のある工場 に就職 した後、同 じ出稼 ぎ者である夫と結婚 し、1990年 に

娘が誕生 した。

3-1ロ シアでの出稼 ぎ生活

中国で改革開放が本格 的に始まると、最初中国朝鮮族は北朝鮮 と取引 きした。 これはす

けそうだ らの干物を含む海産物を中心 にした商売であった。 しか し朝鮮の経済力の限界 に

より非常に難 しい商売だった。そこで、1989年 中ソ両国パー トナーシップ全面回復の協定

により中ソ関係が改善 されてか らはソ連 との取引 きが活発になった

1993年 には、延吉にいる一番上の姉 とともに、夫 を追ってロシアへ 向う。当時、ロシア

は政変qo)直 後であ ったため、地域間、民族間紛争が激 しかった。 また、旧ソ連時代重工

業 を重視 したため、軽工業はあ まり発展 していなかった。人々は日常用品特に衣類を求め

て、中国、ベ トナムな どか ら来た商人の売 り場 を訪ねていた。 ミハ らも旅館に住みなが ら

市場で行商 して暮 らしていた。その間、娘の面倒 はミハの母が見ていた。

次に見 るのはロシアでの暮 らしと商売の様子 を述べた部分である。

{9}延辺朝鮮族 自治州 は、中国東北 ・吉林 省の東部に位置 し、吉林省全体の約4分 の1を 占める。延辺 は、

延吉市、琿春市、龍井市、和 龍市、図門市、敦化市 とい う六つの市 と安 図県、江 清県の2つ の県か らなる。

2001年 の統計 に よると延辺 の人 口は218.8万 人 で、 その中で朝鮮族 が38.4%を 占め る。和龍 は、今 は県 か

ら市になっている。1993年9月 和龍市 になる。
qo)1991年12月25日 に74年 に及ぶ ソ ビエ ト連邦 における共産党一党独裁 の社 会主義体制お よび15

共和国か らな る連邦体制が崩壊 し、 ロシア連邦が 生 まれた。
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ロ シ ァで は夫 と一緒 に旅館 に住 ん で いた よ。 生 活 費 が1日 の 稼 ぎの5分 の1も かか らな い。収

入 は決 まって い ないが 、 いい もの を仕 入 れ た ら利 益 が多 くな る し、 また早 く売 れ れ ば売 れ るほ ど、

金 回 りが早 くて利 益 が 多 い。 物 を仕 入 れ る ため にチ タqDま で 行 くユ6日 間 くらい は収入 が な いか

らね 。 だか ら、売 れ る のが 遅 い ほ どそ の人 は損 が 多 い の と一緒 。 また、 売 り物 を仕 入れ るの に圭

月 もか か るの で、 が3分 の1く らい っ た らまた チ タに 行か な きゃ な ら ない か ら。 だか ら、 商

売 ど ころか 食べ 物 を買 うお金 もな くな る人 も少 な くな い。 この よ うな 人 は、教 会 に行 って キ リス

ト教 の助 け を求め る。 教 会 に行 った ら同 じ中 国人 た ちが 、 自分 も大変 だけ ど、 そ の人 に 自分 が 仕

入 れ た もの を ち ょっ とず つ 渡す の 。例 えば、 ある 人が ズ ボ ンを五 つ くれ た と した ら、 そ の ズボ ン

の 原価 だけ あ とで 返す こ とにす るの。 … …仕 入 れ も治安 の こ と もあ って ひ と りで商 売 す るの は な

か なか難 しい、 少 な くと も2人 で や らな き ゃね 。強 盗が 多 いか らさあ。

私 た ち はチ ェ リャ ビ ンス クq2)と い う ところ にい た よ。 ベ トナ ム人 もい た け ど、 ベ トナ ム人 は商

売 を ち ょっ とす る だ けで、 主 に両 替 商 を して い た。 ベ トナ ム 人 はみ ん な銃 を持 って い た よ。私 た

ち 中国 人 はほ とん ど服 を売 って た。革 服 とか 下着 とか。 ロ シア には もと も と夏 の 服 とか 冬 の服 と

かが ほ とん どなか った よ。 私 た ち が行 った と きが 冬 の ころ だ っ たの で、 主 に冬服 を売 って た よ。

ズ ボ ンだ けで1日52個 も売 る と きもあ った。 よ く売 れ たね 。 ロ シア 人 は もの を買 う とき個 人で も

一遍 に何 個 も買 うの。 下 着 も1回 に15枚 も買 う。 また、 中 国人 が売 って るの を買 っ て中 国人 とか

が少 ない とこ ろ に持 って 行 っ て売 る 人 もい た。 … …迭 して、 安 い価格 で は なか っ たは ず よ。 だ っ

て私 たち が住 ん で い た旅館 で 働 い て いた ロシ ア人 の1ヶ 月の 収入 は私 た ちが ズ ボ ン1つ 売 る値段

だ った か ら。服 を買 う人 たち は一 般 の 人 たち だ った し…私 た ち も最初 は、 中 国か ら もの を 自分 で

持 って きたが、 その 後 は、 私 た ちが住 ん で い たチ ェ リ ャ ビ ンス ク と離 れ て い るチ タとい う中国 国

境 に近 い と ころ まで8日 間 か か って行 った。 そ こに は、服 とか を 中国 か ら持 って くる人 た ちが い

るか ら、 そ の人 た ち か ら物 を仕 入 れ て くるの。 主 に ジー ンズ とか 革の 上 着、 女性 用 下 着 とか だ っ

た よ。 中 国で 中下 級 の もの を この よ うに ロ シアで売 ってた 。 中国 の30倍 の利 益が あ が る とよ く言

わ れ た もの だか らね。 確 か にそ うだ った よ。 物 を運 ぶ と き、 車 を貸 して い る人 もいた が、塗 虫 で

ロシ ア人強盗 に車 を止 め られ 、もの を取 られた りした人 も多 い。私 たち は汽車 で物 を運 ん でい たが、

そ れ も安全 で は ない。 駅 で働 い て い る人 が した のか 、物 を包 んで い た ビニー ルが 破 られ、服 も目

に 見 え る く らい 少 な くな る の。 しか し、 そ れ で も商 売 に なる か ら.、み ん なそ の よ うに して 運 んで

い た。

ミハの記述で分かるように、 ロシアでは衣服の需要が多かったため、当時物価 より高い

にもかかわ らず、人々は衣服商売を している中国人か ら個人用 として一遍 に大量に衣服を

買 った り、商売用 として仕入れた りしていた。中国人は直接 の販売元でもあ り、ロシア商

売人 ・仕入れ業者の仕入先 でもあった。 これ を継続可能 にしたのは、ロシアにいる中国人

向けに商品を提供する中国人仕入れ業者が中ロ国境地域に存在 していたか らである。中国

〔1Dチ タ州(Chita)は シベ1)ア 南 部 に位 置 し、 中 国(国 境 線 は998㎞)と モ ンゴ ル(同868㎞)に

隣接 す る。

q2)チ ェ リ ャ ビ ン ス ク(Chelyabinsk)は ウ ラ ル 山脈 東 麓 の ロ シ ア連 邦 の 都 市 。 チ ェ リ ャ ビ ン ス ク州

の 中心 都 市 。 シベ リア鉄 道 の正 式 な起 点 。
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人は仕入れのため、往復半月 とい う時間をかけて中ロ国境 まで行かなければならないので、

そこで赤字にな り生活 も厳 しくなる人も少 な くない。教会ではこの ような生活難 に陥って

いる人たちのための中国人同士の互助的なコミュニテ ィが形成 されている。

治安が悪かったため、 ミハ と夫、姉 は、結局1年 後帰国す る。商品の仕入れ ・運びから

日常の販売 まで強盗が多 く、ヤクザ同士 の殺 し合いを目のあた りにするほ ど治安が悪 かっ

た。

ミハの話か ら当時のロシアでの治安の悪 さが伺える。

ロ シアで は危 ない 日々 を過 ご した。ヤ クザ が多 か った の。彼 らは一 般の 人 には危 害 を加 えな いが、

お互 い に殺 し合 い も した か ら。 私 は 目の前 で 人 が死 ぬ の もみ た よ。怖 か った な。 毎 日怖 くて心 臓

が止 ま りそ う な と き も何 回か あっ た よ。 そ れで 、私 た ち は、 帰 国す る こと に した よ。 遡 回

意 しな かっ たが、 私 と姉 の説得 で 賛成 したの。

しか し、治安の悪 さにもかかわ らず、衣服商売は利益が多 く、ロシアでの生活は豊かだっ

た とミハはい う。特 に、六 日間衣服 を売った ら1か 月分の生活費が稼げるので必死に働か

な くて も贅沢 なほどの食べ物を食べ なが ら生活できる とい う。 ミハの夫が最初帰国を同意

してなかったのもこれが理由の1つ である。 また、これは大勢 の中国人が治安の悪いロシ

アに残って商売 を続 ける理由で もある。 もちろん残っている中国人のなかで も教会で他人

の助 けを受けなが らやっ と生活を維持 している、帰 りたくても帰れない人たちもいる。 ミ

ハの夫が帰国 したが らない もう1つ の理由は、個人的な理由であ り、それは ミハが行 く前

に一緒に商売 ・生活 していた女性がいたか らで もあった。仕入れ も商売 もひと りでは無理

があるため、出稼 ぎ同士特 に男女が 「協力」 し生活商売を共にする例が少な くない とい う。

3-2ミ ハの韓国における出稼 ぎ生活

3-2-1産 業研修生 としての生活

90年 代初期は韓国政府が単純労働を認めていなかったため 「非合法滞在」が増 え、それ

によ り政府 の取締が厳 しくな り、入 国経路が狭 くなっていた中国朝鮮族は、産業研修制度

導入後、産業研修生 として韓国へ入 国す る人が増 えつつあった。1995年 外国人登録 した

中国朝鮮族は7367人 にな り、そのなか在留資格が産業研修である人は6612人 で、全体 の

90%を 占めていた。産業研修のなかで も繊維製造業の産業研修生は一番多 く、全体の25%

を占めていた(法 務部1995)。

ミハがロシアで稼いだお金 は、家 を1つ 買 った ら底をつ き、経済的に困窮 した ミハは、

お金 を稼 ぐために韓国へ出稼 ぎに出る。1995年 ミハは中国の青島か ら韓国の大邸にある繊
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維製造会社 に産業研修生 〔13}として働 き始めた。 ミハの会社は布の生地 を作 っていた。こ

の会社には、韓国人以外 に、中国朝鮮族6人 、 フィリピン人6人 がいたそうだ。中国朝鮮

族 は6人 とも女性で、フィリピ人には男性 が2人 いたそうだ。彼女 と一緒に出稼 ぎに行 っ

た中国朝鮮族の人たちは、糸を巻 く仕事を していた。

ミハたちは、朝8時 から夜8時 まで働いていた。昼の1時 間の休憩を除いた ら、毎 日10

時間 も立って働 いたことになる。 ときには、機械が故障せず動いた ら座って休憩で きると

きもあったというが、ほ とん ど立って働 いていた。また、残業 は出国時個人金融業者か ら

貸 した借金があるためで きる限 りしようとしていた とい う。

ミハは会社が準備 して くれた寮でほかの中国朝鮮族女性たちと一緒 に住んでいた。初期

に入国 した中国朝鮮族の大部分の人たちは当初、自分の生活空間を持てず、仕事 を してい

るところで生活 もしてい る人が多かった。 ミハのような産業研修生は会社の寮で、建設現

場で働いてい る男たちは現場で、行 くところがない人は知 り合いや親戚のお世話 になって

い る。夫婦 とも出稼 ぎにでた場合 も経済的余力がないため自分たちの部屋 を探 さず、一時

期は離れて生活 していた。その後の入国者の場合は初期の出稼 ぎ労働者からの経済的支援

があるので、生活は初期の人たちよ りだいぶま しになっている。ここでいう経済的支援 と

は、中国朝鮮族内での親 しい友人 ・親族か らの自主的な支援である。友人 ・親族ネッ トワー

クは、住 まい、職業 に関わるだけではな く、心理的な安定にまで影響 を与えている。

ミハが韓国に来た1995年 頃は まだ出稼 ぎが始 まった ところだったので苦労す る人が多

かったとい う。個人の生活空間がない人が多かったため私生活はとても単純なものだった。

彼 らは異国の風景 とか大都市の美 しさを感 じる心の余裕を持てず、大変な肉体労働 と孤独

な生活 を甘受 しなが ら暮 ら していた(朴2006)。5歳 の娘 を国に残 して きた ミハ も、当初

は仕事が大変だったにかかわらず、娘や家族が恋 しくて眠れず、涙が止 まらない生活が1

年以上続いていた とい う。

韓国の産業研修制度 も日本 と同様、低賃金、賃金未払い、長期間労働、職場事故、労災

保険の不適用、暴行、セクハ ラ行為 など問題 をは らんだ ものであった。 この制度の導入 ・

運営以来、その非合理性が、必然的に大部分の外 国人労働者 を不法滞在者 に転落 させた。

産業研修の場合、働 く時間の長 さに比べ、給料がほかの飲食店員の半分 くらい しかな く、

一方借金の利子 は毎 日増 えてい く。 ミハ の場合、月4%の 利子で個人金融業者か ら貸 して

もらった出国費用 を返済 しなければならなかった。だが、彼女が産業研修 として行 った会

社での収入 は、多い ときで50万 ウォン(5万 円)、 少 ない ときは30万 ウォン(3万 円)し

q3)日本 の産業研修 生 とほぼ同 じ意味である。
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かなかった。つ ま り、 このままでは利子 も支払いがたい。 ところが、不法滞在者 として飲

食店で働けば月90万 ウォン以上 もらえる。 この ような給料、収入 の差のため、 ミハ は韓

国にきてちょうど1年 がす ぎようとした とき、同じ部屋 に住んでいた女の子 と一緒に会社

か ら逃げ出 し、その女の子の現場労働 していた兄の ところに行った。 この時点か らミハの

「非合法滞在」の出稼 ぎ生活が始 まることになる。

3-2-2「 非合法滞在者」 として、3Kで の仕事

韓国にい る中国朝鮮族はほ とんどが、「非合法滞在者」「外国籍労働者」 として、いわゆ

る韓国の3K業 種 である工場、建築現場、飲食店、家事手伝 いの仕事についている。個人

の経済的理由以外に、非合法滞在の身分 とそれによる賃金未払い、差別な どの理由で韓国

にいる中国朝鮮族出稼 ぎ労働者 は、社会の底辺に押 しや られ、韓国社会での貧困層を形成

している。

ミハは、建設現場の労働は繊維会社の ときと比べると時間的には長 くないが、大変さは

繊維会社 よ りも上だった とい う。 しかし、同 じ現場で働 く男の人の仕事の危険 さは、手伝

いをする女性 とは比べ ものにな らなかったようだ。建築現場で働いて1年 くらいで ミハは

借金 を返済す る。入国 して産業研修生 として働 き始めてか ら、建設現場で働いて借金の返

済を終えるまでが、ミハが韓国とい う社会 に「定着」する過程 としてみ よう。次に見 るのは、

建築現場での労働 と生活に関す る語 りである。

現場 で2年 くらい働 い たが 、最 初 は、(産 業研 修)会 社 か ら逃げ た 身だ か ら追 われ る と言 われ て

仕 事 もち ゃん とで きなか った よ。不 法 滞 在 だか ら、聖 り締 ま りが厳 しい 期 間 は家 を出 る こ とが で

き なか った よ。 で も、 あ とで現場 の担 当 者が 私 に そ こで働 く証 明書 を作 っ て くれ て違 う名前 で 身

分 資格 を も らった 。 それ が 身分 証 明書 に なっ て、 そ れか らは堂 々 と働 けた よ。現 場 労 働 者 と言 え

ば 仕事 が ハ ー ドな イ メー ジが あ る か も しれ な い が、 私 た ち は女 だか ら、 男 た ち の世 話 を した の。

何 か を持 っ て きて と言 われ た ら持 っ てい った り、壁 を塗 っ た り。 だか ら、男 た ち ほ どで は なか っ

た よ。 楽 だ っ た よ。 た だ、 女 が 現場 労 働 者 と して働 く とち ょっ と見 た 目が(格 好 悪 い か ら)ね 、

で も、 が120万 ウ ォ ンか130万 ウ ォ ン らい だ っ たの で、 え ら ちが っ た わ、

会社 の と きよ り。 私 が 住 む部 屋 の家 賃 の25万 ウ ォ ン と生 活 費 とか税 金 な どの60万 ウ ォン を除 い

て、 残 りは借 りた元 本 と利 子 を払 っ てた の。 結 局、 韓 国 に きて2年 半 く らい で、 借 金 の返 済 が重

きた。 私 が前 言 った 「顔 を換 えて 」 入 国 した 友 達 も私 と同 じく らい の と き、返 済 が 終 わ っ たの 。

彼女 の場 合 は、親戚 訪 問 だか ら、す ぐ逃 げ たけ ど、韓 国 に入 る ときの費 用が わ た しの倍 以 上 に なっ

て たか ら、その 利子 も加 わ って大 変 だ ったみ た い。 こ う して も、ああ して も、苦労 す るの は同 じだ 。

借 金 を返済 で きて ほん と うに生 きて る感 じが した。 その 前 は、機 械 み た い、 自分 じゃなか っ た よ

うな気 がす る(笑)。
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ミハが言っている 「顔 を換 えて韓国に入 る」 というのは、親族の呼び寄せによってきた

ほかの人の ビザをお金で購入 し、書類を偽造 して入国する方法の1つ で、 ビザが発行 され

た旅券の写真 を本人の写真に貼 りかえるや り方である。

建築現場労働の不安定性 と、約3年 の滞在 で韓国社会 に適応 した ということもあって、

彼女 は2年 ほどおこなっていた建築労働 を辞め、鴨料理店、焼肉店など飲食店 を転 々とし、

最後参鶏湯(サ ムゲタン)店 に移ることになる。 この参鶏湯店での仕事はその後韓国を離

れるまで続 けることになるのである。

韓国にいる中国朝鮮族 出稼 ぎ労働者は仕事場 をよく移す。つま り、流動性が高い。それ

については、彼 ら個人、職場 などいろいろな理 由が挙げ られる。 また、不法滞在者 とい う

立場のため、身元 を隠 し、人に自分の状況 をす ぐ話そ うとしない。 ミハの場合 も最初の産

業研修か ら4回 転職 した。

3・2-3「 非合法滞在」時の家族生活

ミハ は、「非合法滞在」身分 として、約8年 間継続で、家族3人 が3国 でバ ラバラの生

活を していた。

その間、 ミハの送金は、借金返済用だけではな く、中国に残 した娘の生活 ・教育費 ・家

購入な どでの唯一そ して大事 な財源で もあった。家族へ の送金 は、初期はブロー カーを通

じたが、その仕組み というのは、韓国側 にいるブローカーにウォンを払 うと、その場で中

国側のブローカー と連絡 し、親族が直接 当日為替 よりち ょっと低い レー トで人民元をもら

えたそうだ。 ミハ も初期 はこのブローカーを利用 した り、知 り合いに頼 んで中国帰 りに現

金 を送った りしたが、「非合法滞在」の後半は結婚 ビザ として韓国へ入 国 した姉妹名義で

送金 した りしたという。

ミハ にとって、韓国での生活で、一番辛かったのは小 さい娘 と離れ離れになったことで

あった。来たばか りのときは、特 に、お金 もな く国際電話 もで きないため、仕事が終 わっ

た後、毎晩泣いていたという。い くら仕事が大変で も娘のことを考えると眠れなかった時

期が長 く続いたそ うだ。借金 を返済 したあ とは、余裕がで き、毎週2回 くらいは娘に電話

をす るようにな り、 ようや く心が落ち着つ くようになったとい う。 しか し、道 で娘 くらい

の子供が両親の手を握って微笑んでい るのをみた ら、胸が痛 くてたまらなかったとい う。

確かに、 ロシアに行っていた期間 も合わせれば、娘 とまともに暮 らせた時間はわずか1年

半 くらいである。 インンタビュー した時、 ミハはすでに韓国での 「非合法」出稼 ぎ生活 も

10年 になろ うとしている。母親にとってこれほ ど辛いことはないだろう。

しか し、娘の成長 とともに、 ミハは母親 としての限界 を感 じは じめている。
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娘 が小 さい ときに 電話 す る と、 幼稚 園の 話 を よ くして くれ たが 、大 き くな って か らは、 だ んだ

ん麺 題 が少 な くな って きた。 お しゃれ をす る ように な って か らは服 とか 靴 とか を送 っ て きて とい

う話 以外 は、あ ん ま り話 を して くれ な くな ったの 。で も、仕 方が な いね。 この よ うな こ とはわか っ

てい て韓 国 に きたん だ もん 。小 な と も には ほか の に1な い よ'に させ たか っ たの で、

それ が で きるだ けで も満 足 。 そ れ に、姉 が しっか りもん だか ら、 娘 も悪 い 道 に走 らず 、 ち ゃん と

学 校 に通 って い る。 これ だけ で も満 足 して る。 私 が 中 国で娘 と一 緒 な らもっ と よ くな った ともい

え ない しね。

ミハ は、 自分が子供にできることは、経済的支援だ とい うことに非常 に冷静な反応 をみ

せていた。 もちろん、子供 に寂 しい思い をさせた申し訳ない気持 ちと親 としての多少の悲

しさは見えるが、それよ り自分の今の役割 に満足 しているようにみ えた。

夫 とは直接の連絡はな く、親戚 を通 して安否を聞 くくらいだった。 ミハ と夫は、お見合

いで知 り合い、自由恋愛 を通 じてお互い相手の気持 ちを確認 して結婚 したカップルである。

同 じ村か ら都会に出稼 ぎに出ている人だったか らか、 とて も話 しが合った とい う。 ミハは

最終的に夫 と結婚 を決めた ときも自分の意思で決めている。 また、 ロシア まで追って行 き

ほかの女性 と生活商売を していた夫を取 りもどしたのも、自分の意思で決めた結婚なので、

自分でこの家庭 を守 らなければ と思ったか らであった とい う。 しか し、中国社会の劇 的な

変化 と出稼 ぎの長期化 による人の価値観、人生観の変化に よって、再びこの家庭 は試練 を

受けることになる。

3-3家 族 に関す る選択

滞在時間が長 くなるにつれて、中国朝鮮族の家族や婚姻 などの私生活で も変化が現われ

は じめ る。た とえば、中国に夫 ない し妻がいる男女が韓国で同居 とい う形 を通 じて、家族

生活の空白を埋め ようとしている現象が出現する。 これは、儒教文化の家庭観念の影響を

強 く受けている中国朝鮮族社会に大 きなショックだった。 しか し、表面的には今 までの倫

理道徳か ら問題視 されるマイナスイメー ジの ようにみえるが、実際の ところは、 このよう

なく新 しい家庭 〉を作ることによ り、仕事か らのス トレスが発散で き、韓国での心の居場

所が新 しく生まれ、韓国での生活適応に も大 きな役割 を果 たしたことも確かであろ う。中

国朝鮮族は、中国で形成 された生活文化 を土台に、韓国 という 「不 自由な異世界」において、

自分たちの新 しい生活世界 を形成 しようとしている。

ミハ も、韓国での10年 にわたる出稼 ぎの生活 のなか、価値観、人生観が、韓国社会の

なかで、大 きな変化があった。 しか し、 ミハはこのような変化 を通 じて、別の人生 を選ぶ

のではな く、たとえ夫、子 どもが3つ の世界 に分離 して生活す るとして も、 もともとの家
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庭 を守ることに価値 を置 こうと決意する。次に見るのは ミハの家族選択 を述べた ものであ

る。

韓 国 にい た 間、ず っ と夫 の こ とを忘 れ て なか っ た。 友達 か ら若 い うち に新 しい 人 を探 さ な きゃ

とい わ れ、 紹介 もして もらっ たが 、 それ は、 そ ん な簡 単 な もん じゃ ない。 私 と同 じ長 年韓 国 に い

る人 で 、夫 婦 で 来 て な い人 の 半分 く らいは ここ で新 生 活 を始 め たが、 私 には そ れが 無 理 だ っ た。

また 、夫 とは、 お互 い 夫の 親戚 を通 じて安 否が 分 か って い たが、 先 月、(ロ シア にい る)夫 か ら直

接 電 話 が きて さあ、 一緒 に帰 ろ うと言 い 出 した。 人 生思 った よ り長 くない し、 娘 の ため に も、 こ

れか らの 人生 の た め に も、 夫 とや り直 した ほ うが いい と思 った わ。 だ って 、今 さ ら、 再 婚 な んか

す る と して も、 どうせ 結婚 した人 か子持 ちかだ し。娘 に悪 い 思い させ た くな い。

2007年 に訪問就業制が整備 されて以降、韓国への出稼 ぎの道がすこ しずつ広 くな り、中

国 と韓国の行 き来が比較 的自由になるにつ れて、 〈新 しい家庭 〉は事実上意味をな くし、

徐 々に減少 した とも言われているが、現況は不明であ り、今後の調査が必要である。

3-4ミ ハの意識変化

ミハは10年 ちか く韓国で出稼 ぎを した。彼女が出国した1990年 代初めで も、中国朝鮮

族 にとって成功の基準 は、お金 を多 く儲けることよ り、勉強がで きて大学へ行 くことや、

国家公務員やその他の事業(出 版、教育、言論な どに関わる機関)に 就職することだった。

す なわち、成功の基準 としては、経済的成功 より社会的地位上昇 に対す る関心が優勢だっ

た。親たちは自営業によって経済的収入が多 くて も子供 には自分のような事 をさせないで

勉強がで きて 「出世」す ることを希望 していた。周囲から羨ましが られるようないわゆる

成功 した人 とは富を築いた金持 ちより勉強ができて良い大学へ行った とか、社会的に認知

された機 関に就職 した人々だった(韓 サン福 ・権太燗1993)。 ミハ 自身 も韓国にきたばか

りのときは、子供が 自分 とは違 って、大学 に進学 して 「出世」してほ しい と願 った ものたが、

韓国での10年 の出稼 ぎ生活の なかで、社会 的 「出世」へ の価 値は減少 し、経済的成功 こ

そが人生のゴールであるとい う意識が強 くなって きた ようだ。

韓 国 の人 た ち は、 私 た ち と違 う.。子 供 の ときか ら資本 主 義 に染 まって い て 自己中心 なの 。他 人

に配 慮す るこ とを しらな い。 食 べ物 で も、 い い ものが あ った ら自分 で食 べ る だけ、 人 に勧 め ない。

自分 が 腹 い っ ぱ い に な った ら、 人 に す す め るの 。 人前 で は、優 しいけ ど、 裏 で は そ う じゃ ない。

一所 懸 命必 死 で働 いて も
、 誰 か に密 告 で強 制 帰 国 させ られ る と き も、 店 の オー ナー は、 帰 国す る

前 に一銭 も 個 余 分 にあ げ ないの 。す ご くなか よ く仕 事 したの に、 あの人 た ちは仕 事 をや らせ ると

q41中 国 朝鮮 族 の 人 た ち は、 「ち っ と も」 の 意 で 、 「一銭 も」 と用 い る こ とが あ る 。
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きはや さ しい け ど、 も う国 に帰 る と した ら、 ど うせ 帰 国 しちゃ うの で、 自分 に なん の メ リ ッ トも

な い と思 うみ た い。 そ れ に、 私 た ちが彼 らが 考 えて い る こ とを知 ら ない と思 っ て い る。 … …盤

ちがU族 だか らでは な く、 たぶ ん 皮らは 兄 に ・して もそ'だ よ。 供 の と きか らの習 だ

か ら治 らない 。 ない もの は下 にみ る一 そ の よ'な 世 だわ。 上 の人 間 には なんで もか ん で も 「は

い、 は い」 とい う。 言 い訳 した らだめ 。… 店 には ほか に 中国 朝鮮 族 もい るが 、韓 国 に来 た ばか

りなのが 原 因 なの か、働 きぶ りが よ くな い。 す る ことが あ ん ま りな くて もぼ っ とす る ので は な く、

雑 巾で な んか拭 い た りしな き ゃね。 今 思 う と中 国朝鮮 族 は来 た ばか りの 時 、 それ で よ くしか られ

た りす る の よ。 人 の の ・題 が あ るか も しれ ない が、 そ れ よ り、 国 とい'社 ム と 社 会

の違 い、 中国 で は、早 く仕事 が終 わ っ た ら人 よ り早 く休 め る とか 、 や る こ とが ない の にや るふ り

をす る人 は い い 目で み な い とか 、 あ る よね 。韓 国人 は や る こ とが 終 わ って も社 長 の 目を意 識 し、

同 じこ とを何 回か繰 り返す が、中国朝 鮮族 は、や っ てた仕 事が 終 わ った ら何 に もしない の。 だか ら、

最 初 は、 よ く言わ れ るの 『中国 人 は、怠 け もの だ』 とか。

ミハのインタビュー内容は、 ミハの もう1つ の意識変化即ち同胞から他者への変化であ

る。すなわち、同 じコリアンの血が流れている同 じ民族であることだけを強調 した従来の

同胞意識か ら、異 なる社会環境で育 った価値観が全 く異なる他者である意識への変化が起

きた。被害者意識 だけが強かった従来 と比べ、最近 は韓国社会 自体 を理解 しようとし、そ

のうえでそこで生活 している人間を考えようとする中国朝鮮族出稼 ぎ民が増 えて きている

ようだ。従来の 「韓国人は私たちを見下 している。」 という単純な反発や怒 りか ら、「違 う

社会で成長 した韓国人は、見た 目は似てるようにみ えるが、中身は自分たち とは同 じでは

ない。仕事、責任に対す る理解が違 う。つ まり価値観、人生観が違 うのだ。」 とい う韓 国

に対す る 「異界認識」の誕生 をミハの意識のなかに見ることがで きる。この ように、韓 国

人への見方が、同胞か ら他者へ変化す ることによって、同胞 と考えればなら傷つ くことが、

まった くの他者であるならそうでもな くなる、という認識の変化が生 じたように思われる。

3-5ミ ハの帰国

2002年 日韓 ワール ドカップ特別政策 として、密入 国者を含む 「非合法滞在者」が 自己申

告す る場合、出国猶予期 間を設け、その間自由就労活動をすることが可能になった。 これ

を利用 して ミハ は、指定期間内に入管に自己申告 し、その後2003年11月 自発的に帰国 した。

1995年 ロシアへ再 出稼 ぎに行 って音信不通だった夫 とは2002年 ようや く直接連絡がつ

き、夫婦関係 を修復す ることを約束 した。夫が先に帰国 し、その後 ミハ も帰国 し、家族 と

10年 ぶ りに再会することになった。
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4家 庭関係の再構築

2003年11月 、 ミハは10年 の韓国での出稼 ぎ生活を終わらせ、中国に帰った。夫は1ヶ

月前 にすでにロシアから中国に帰って、彼女 を待 っていた。

ミハー家は、ミハが韓国で出稼 ぎをしていた とき買ったアパー トで暮 らすようになった。

お互い年 を取 っていることにとても感銘を受けた という。お互いいろいろあったけ ど、 こ

れか らや り直そ うと決意を語 りあったとい う。夫婦関係は表面上は回復 した。

娘 との関係 は、当初、娘か らの拒否 という困難に直面 した。姉夫婦 と比べ られ ミハ夫婦

を拒否 した。

最初 は3人 でい る のが す ご く不 自然 な感 じが した。.私と夫 はす ぐ昔 の よう に なっ たが、拠 私

た ち に心 を 開 か なか っ た。 料 理 が お い し くな い とか 、 お ば さ ん(大 姉)の 料 理が お い しい とか 、

お ば さんの家 で は こ うなの に、 この家 で はそ うじゃ ない とか、 文句 が 多 か った。 悲 しか った け ど、

反 面 姉 の 家 で な んの 不 自由 もな く育 て られ た の を 身 を も って 感 じたの で、 うれ しか っ た。 だが 、

ち ょっ と気 にい らなか っ た ら(娘 が)姉 の 家 に行 くことを、(母親 と して)あ ん ま りよ く思 わ なか っ

た。 姉 に も協 力 して も らって特 別 なこ とが ない 場 合 は姉 の 家 に行 くの を禁止 す る よ うに した。 姉

の話 は よ く聞 いた か らね。 また、高校 の 入試試 験 もある し、 ち ゃん と家 で勉 強 しな きゃ。

結局、姉夫婦の協力の もとで、強制的に3人 で暮 らす ことに したが、関係は最初 よりは

よくなっているとい う。

5再 出稼ぎ

中国朝鮮族のなかには再 出稼 ぎをす る人が非常 に多い。中国で は職業がな く定期的収入

を確保で きないので、結局再び出稼 ぎにでる人が増えてい く。 ミハの語 りから、次の4点

の再 出稼 ぎの理由が明 らかになった。

1.中 国での消費レベルの上昇

2.定 職 につ きに くい就業環境

3。 将来への不安 一医療保障 ・退職金など社会保障が不完備

4.煩 雑 な親族 ・友人内の人間関係 に疲れ

ミハが帰国 した当初 は、友人 と親戚が彼 らのために開いた食事会に参加す るだけで も大
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変 だった という。 もてなしてもらうばか りでは礼儀 に反す るので、 こち らももてなさけれ

ばならない。このように して最初の3ヶ 月がす ぎた とい う。帰国 して1年 がす ぎた現在、

ミハは切 りがない友人、親戚 との往来に疲れている様子だった。現在 ミハの最大の悩みは、

あれこれ多 い行事のため、お金はな くなる一方で、収入はまった くないことだとい う。稼

いだお金を確保 し、早 く、現在おかれている状況か ら脱出したい と彼女は言 った。 ミハは、

完全帰国 とい うつ も りで故郷 に帰ったが、 この ままでは再出稼 ぎを図 らざるを得ないだろ

う。

誕 生 日だ、 祭 り日だ と、 も う毎 月行事 が あ る。 呼 ば れて るか ら行 か ない わ け に もい か ない。 行

か ない 人 もた まに い るん だ け ど、 そ うす る と.その人 は次か らみ ん なか ら疎 外 され る。 呼 ん で い る

の に、基 本 的 な礼 儀 もわ きまえ な い と韮幽 。 これ が 回 り回 っ て が ない の。 毎 月 なん

か行 事が あ るか ら、お金 は大 変 よ。 それ に、半 分以 上が私 たちの よ うに出稼 ぎか ら帰 った人 なの で、

み んな暇 を もて あ ま して い るの。 この ま まで は無理 だ。

この中で出ている色 々な行事は、延辺地方独 自の人間関係 に関わる習慣 である。経済的

にも、精神的に も負担が多い帰国生活は、完全帰国のつ もりで故郷に帰 った ミハを、再び

出稼 ぎの岐路 に立 たせ る。

2008年 、 ミハ は中国 ・旧 ソ連同胞 を対象にサービス業などで就労 を許可する同胞優遇制

度である訪問就業制 を活用 し、今度は夫婦で韓国へ再出稼 ぎに出る。

娘は再び姉へ預けることにな り、これで合計11年 以上姉が娘の面倒をみていることに

なる。

ロシアの出稼 ぎ時代 も含めると、約13年 家族が別居状態 になる。 しか し、長い別居生

活 しているに もかかわらず、家族は崩壊 したのではな く、家族成員の間は強い紐帯で結ば

れ、新 しい家族形態 を形成 していた。 このような別居生活 は、厳 しい現実 を克服 ・改善す

る最短で唯一の方法でもあ り、現時点で必要な戦略的選択だったと肯定的に評価 したい。

6お わ りに

本稿 は、 ミハ とい うひとりの個人の ミクロな生活経験 に密着することを通 して、国境 を

またいでひ とりの人間が複数の国民国家内で異なる生活世界 を構築 してい く困難 と技法 を

明 らかにしようと試みた。

今 までの朝鮮族の移動研究では、アイデ ンテ ィティをめ ぐる研究が多 く、 また家族 に関

す る研究は危機論的な悲観的視点が主であった。筆者は、短期間のあいだに、 トランスナ
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ショナルな移動生活を身につけた中国朝鮮族が、複数の国でお互い関係 しなが ら自分たち

の より良い生活を作って行 く生活戦略 を見 ようとして きた。

ミハの事例 は、10年 という長 い間、3つ の地域で別居生活 しなが らも、1つ の家族 を維

持 し、共同の想像世界の中で家族生活 を継続、維持 している トランスナシ ョナルな新 しい

形の家族像の出現 を表 していると言えるだろう。現実に色 々な問題があるにせ よ、子供や

夫などの家族 との紐帯 を切断す るのではな く、精神的な紐帯を維持 しなが ら、各人に犠牲

を強いるなかで家族を構成 してい く。

ミハの事例は特別な例 ではな く、 トランスナシ ョナル移動に より、中国 ・韓国 ・日本な

どにそれぞれ居場所を持 ちなが らつながって行 く家族の形態 は、中国の市場経済導入後、

無数の ミハ を生み出 して きている。従 って、 ミハの経験 を研 究す ることは、ある意味で現

代の中国朝鮮族社会の一面 を深 く知ることになるだろう。

最後に、今後の課題 につ いてす こしだけ触れてお きたい。

今回は主 に韓国での出稼 ぎ者 を調査対象 にしているが、今後、移動 しない人たち、中国

国内に残 って出稼 ぎ者の生活 とつながってい く人々の生活世界を研究する必要があるだろ

う。

中国朝鮮族人口のかな りの部分が、「出稼 ぎ」 によって韓国社会 を体験 した。 この よう

な 「出稼 ぎ」が中国朝鮮族社会 に対 して与えた影響 は少 な くない し、 また将来にわたって

彼 らの 「出稼 ぎ経験」が、 さまざまな側面で どのような影響 を及ぼすかは今後の研究課題

で もある。 特に、子供の教育問題 ・高齢者の介護問題に焦点を当て ようと思 う。

韓国だけでな く、 日本、ロシア、アメリカなどに拡張する朝鮮族の トランスナショナル

な生活世界の全体像を把握する研究が必要である。
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 A transnational life on the move for the Korean-Chinese: 

the life history of a migrant working woman in South Korea

Yanhua XU

     Nowadays, the number of the migrant workers in South Korea is said to exceed 

450,000 people. They constitute around 60 percent of the Korean-Chinese population 

that has moved overseas. 

    As a result of the high rate of demographic shifts in the Korean-Chinese 

population, it is expected that an individual will build a different life-world in two or 

more nation-states after crossing the borders of those countries. 

    In order to consider such a situation, it is necessary to adhere to an individual's 

micro-life experience of an individual. Therefore in this paper, I decided to focus on the 

migration history of a woman born in Yanbian.
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